
米沢市上杉博物館　開館20周年記念特別展「上杉鷹山の生涯　藩政改革と家臣団」展示資料目録（後期）　

＊の資料は前後期で展示替しました。　　前期：4月17日（土）～5月16日（日）　／後期：5月22日（土） ～6月20日（日）　　

№ コメント 資料名（指定） 員数 年代（）は推定 所蔵

* 1 鷹山の姿といえば 上杉鷹山像 1幅 江戸時代（19世紀） 米沢市上杉博物館

* 2 リーダーは責任重大 上杉鷹山書「元首明哉、股肱良哉、庶事康哉」 1幅 江戸時代（18世紀） 個人蔵

* 3 家臣に示した「なせばなる」 上杉鷹山書状（国宝上杉家文書） 1通 （天明5年・1785） 米沢市上杉博物館

* 4 過大な家臣数 御城下絵図 1鋪 （延享元年・1744） 米沢市上杉博物館

* 5 上杉家への養子入り 上杉重定判物（国宝上杉家文書） 1通 宝暦10年（1760）6月 米沢市上杉博物館

* 6 二代藩主定勝をお手本に 竹俣当綱言上書 1冊 （明和2年・1765）正月7日 米沢市上杉博物館

* 7 鷹山と家臣団の先生 藁科松伯辞世詩他 1幅 江戸時代（18世紀後半～19世紀初頭） 市立米沢図書館

* 8 森殺害後の不安定な状況 高津達恒書状（宝暦文書） 1通（1巻）（宝暦13年・1763） 米沢市上杉博物館

* 9 もっとしっかりしなされ！ 莅戸善政建言書案（国宝上杉家文書） 2冊 安永3年（1774）3月13日、7月3日 米沢市上杉博物館

* 10 世の中を良くする具体策も提唱 荻生徂徠像 1幅 寛政3年（1791）5月讃 致道博物館

* 11 人の命を大切にした政治 細井平洲漢詩「丸山翁七十初度寿詞」 1幅 （安永6年・1777） 米沢市上杉博物館

* 12 返済額の方が多いのだ！
「先年ゟ御借請金并御返済方取調帳」

（関川村指定文化財渡邉家文書）
1冊 天明5年（1785）11月 重要文化財渡辺家保存会

* 13 借金を重ね、刀をも手放す上級藩士 大小刀壱腰売渡手形 1通 明和7年（1770）12月20日 山形大学附属博物館

* 14 開墾に励んだ家臣と百姓に酒を 「中庶子日記」（国宝上杉家文書） 2冊 安永2年（1773）5月14日条 米沢市上杉博物館

* 15 若手ながら全国から注目され… 「明君賢行録」 1冊 江戸時代（18世紀） 米沢市上杉博物館

* 18 学ぶ者の心構え 「学則」扁額 1面 安永5年（1776） 山形県立米沢興譲館高等学校

* 19 藩政の停滞を批判 深沢昌常「井蛙愚抄」（国宝上杉家文書） 1冊 天明2年（1782）11月 米沢市上杉博物館

* 20 領主の心得八箇条 莅戸善政「政語」（国宝上杉家文書） 1冊 （寛政元年・1789）4月14日 米沢市上杉博物館

* 22 莅戸を家老に抜擢 広居忠通宛 上杉鷹山書状 1巻 （寛政6年・1794）閏11月16日 米沢市上杉博物館

* 23 子育てしやすい環境を
中条至資・広居忠通宛 上杉鷹山判物案

（重要文化財中条家文書）
1通 （寛政元年・1789）10月8日 山形大学小白川図書館

* 24 内密の相談もする親密な間柄 渡邉信興書状控 1巻 （天明8年・1788）5月9日 重要文化財渡辺家保存会

* 25 上杉家から渡邉家に贈られた 太刀 銘 国宗 1口 鎌倉時代～南北朝時代（13～14世紀） 重要文化財渡辺家保存会

* 26 国宗の太刀と一組か 脇指 銘 兼辰 1口 室町時代（16世紀） 重要文化財渡辺家保存会

* 27 米沢の職人が手掛けた逸品 呂色塗鞘五節句大小拵 1式 江戸時代（19世紀） 重要文化財渡辺家保存会

* 28 外国船の姿 ヲロシヤ掛船図 1枚 （文化10年・1813） 致道博物館

* 29 中下級藩士の軍備再建を 鉄錆色五枚胴具足（仁科清右衛門所用） 1領 江戸時代（18世紀） 米沢市上杉博物館

* 30 藩校の規模は安定せず 学館絵図 1鋪 文政3年（1820）7月 米沢市上杉博物館

* 31 鷹山のエピソードを広めた 莅戸善政「翹楚篇」写 1冊 寛政元年（1789） 米沢市上杉博物館



* 32 鷹山、自身の功績編纂を却下す 「御記録所局中之留」 1冊 文化6年（1809）10月条 米沢市上杉博物館

* 33 晩年の心境 上杉鷹山手控（国宝上杉家文書） 1通 （文政3年・1820）2月19日 米沢市上杉博物館

* 34 サポートをお願いします 上杉鷹山和歌（国宝上杉家文書） 1通 （文政3年・1820） 米沢市上杉博物館

* 36 鷹山没後の貯金状況 当暮御引除・御備金都合目録（国宝上杉家文書） 1通 文政6年（1823）12月 米沢市上杉博物館

* 39 90歳でも元気な姿 吉田綱富像 1幅 弘化2年（1845）正月1日 市立米沢図書館

* 40 いろんな部署で大活躍 「綱富一代記」 1冊 弘化3年（1846） 市立米沢図書館

* 42 熊本藩士の米沢視察 飯田忠林宛 細井平洲書状 1通（1面）（寛政9年・1797）8月21日 山形県立米沢興譲館高等学校

* 43 医師と儒学者の交流 書画貼り混ぜ 1幅 江戸時代（19世紀） 米沢市上杉博物館

* 44 シイタケの栽培法 佐藤中陵「驚蕈録」 1冊 寛政8年（1796）8月序 水戸市立図書館

* 47 中級藩士が描いた 「青田鶴、福禄寿、刈田鶴」 3幅対 （明和3年・1766） 重要文化財渡辺家保存会

* 48 米沢藩領出身の名工水心子正秀
刀 銘（表）以五郎入道正宗末孫源綱広嫡伝正秀作之

（山形県指定文化財）
1口 寛政2年（1790） 米沢市上杉博物館

* 49 将軍家からご褒美の品 金梨子地牡丹高蒔絵鐙・鞍 1具 江戸時代（19世紀） 米沢市上杉博物館

* 50 女訓が藩外へ 日尾邦子筆「鷹山君女訓八種」写 1冊 安政2年（1855）写 米沢市上杉博物館

* 51 鷹山を支えた伝説の家臣 甘粕継成編「本藩中興名臣録」 3冊 江戸時代～明治時代初期（19世紀） 米沢市上杉博物館

図録「上杉鷹山の生涯　藩政改革と家臣団」　ミュージアムショップにて販売中

・A4判、112ページ、前後期の展示資料93件の写真や解説の他、コラムなども充実。　 1冊　1,870円（税込み）


